
The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

人 学英語 教育学会 中国 ・四 国 支部 研 究紀 要

　 JACET −CSCRB 　2012，　Vol．9，　pp ．35・52．

「日本文化」 は英語で どう表現 で きるか ？

一 日本文学の翻訳 を通 して の
一 考察一

堀部　秀雄 （広島工 業大学）

Abstract　In　teaching　English　as　an 　International　Language，　it　is　often　argued 　that　an

important　goal　is　to　extend 　leaners’ability　to　express 　their　own 　cultUre 　in　the　target

language．　Thjs　paper　illvestigates　how　culture −loaded　or　culture −specific 　words 　and

phrases　can 　be　aptly 　translated　illto　English，　referring 　to　translation　texts　of 　classic

Japanese　literature．　It　also 　discusses　pedagogical　values 　ofLl −L2　translation　exercise

in　the　clasg．　room 　in　the　perspective　ofraig ．　ing　cross −cultural 　awarenesg ．．

1． は じめ に

　従来 の 英語教育の パ ラ ダイ ム で は
， 英語 は英米 の 言語 で あ り，英語 を学ぶ こ とは英米 の 文

化 を学ぶ こ とだ と考 え られて い た 。 しか し
，
20 世 紀の 終わ りご ろか ら ， 英語の 世界的 な広 が り

の 中で，「国際語 と し て の 英語」 あ る い は 「世界 諸英 語」 な どの 概念 が提唱 され ，
広 く受け入

れ られ て きて い る。それ らは 基本 的に 「英語 はすで に母 語話者 だけの もの で は なく，そ れ を

使 う全て の 人 の もの で あ る 」 と い う卞張 を含ん で お り，こ こ か ら 「英語 を学ぶ 日的 は英米文

化 を知 る こ とで はな く， 英語で 自らの 文化 を表現す る こ とだ」 （例 えば Smith，1983 ）とい う考

え が で て くる，、凵本で も，社会言語学者 の 鈴木孝夫 （1975，1999）が， 「口本 の 英語教育 は英

語で 日本 の 文化 を語 れ る よ うに な る こ とを 目標 とす る よ うに パ ラ ダイム ・シ フ トをす べ きだ」

と長 年 に渡 っ て 主張 し，こ の 日本文化の 英語 で の 発信 と い う考 えは現在 の 文部科学省 の 指導

方針 に も散見 され る。また 日本 文化を英語 で表 現す るため の 事典やガ イ ドブ ッ ク も数多 く出

版 され て い る （例 え ば佐 as， 1992； 向井，2008）。

　 し か し 「英語で 自分 の 文 化 を表現す る 」 とい うの は言 うほ ど易 しい こ とで は ない tt
「言語 と

文化 は表裏 体 」と い う命題 は そ の 言葉 の 深 い 意味 に お い て 真で あ り
， 英語 とい う言語は ，現

在世界 で い か に 広 く使 われ よ うと，根 本的 にい わ ゆるア ン グ ロ ・サ ク ソ ン の 文化，生活習慣 ，

価値観 な ど と深 く結び つ い て い る。 したが っ て
， 英語 と い う記号に ど の よ うな内容 を盛 ろ う

と して も，ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 的な もの の 見方 ・捉え 方を 踏ま えなけれ ばな らない 。な らば
，

「英語 で 日本文化 を表現す る」 とい うの は，
一
種逆説的 な，ア ク ロ バ テ ィ ッ ク行為 で あ り，少
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な く とも 1英語 文 化一と 旧 本文 化」 の 双 方 へ の 極め て 深い 理 解 と知識が 不可欠 で あ る n

　 i日本文化特有 の 事物 ・事 象お よび慨念 」 を英語 で どう言 うべ きか を考 え る大 きな 手が か

り は
， 日本 文学 の 翻訳 の 中に見出 され る 。 本稿で は，近 代 日本文学 の 代表的 な作晶，特 に夏 目

漱石
， 谷崎潤

一
郎，川端康成 な どの 作 品の 翻訳 にお い て，「目本的 なる もの 」 が どの よ うに解

釈 され
， 表現 されて い るか に 注 日 し，「日本 文化を英語 で伝 え る こ と」 の 難 し さと

，
そ の よ う

な難 しい 作業を通 して 初 めて 見 えて くる 二 つ の 言語 ・文化 の 差異を考 察 して み た い 。そ こ に

言語 と文化 を巡 る様 々 な興味深い 留意点 ・問題 点が 露 旱 して くるだ ろ う。 こ の こ とは ，外国

語教育論 に お い て 「訳読」 とい うレ ッ テル で否定 的に 見 られがちな翻訳 とい う作業が言語 教

育 にお い て 持 っ 重 要性 を深 く考え る こ と に もっ なが る もの で あ り，大学の 英語授 業で の 翻訳

演習の 意義もこ の 観点か ら再 考され るべ きで ある と私は考 えるもの で ある。

2． 流行語の翻訳 1 「ハ イカ ラ」 をめ ぐっ て

　科学技術の 世界で は ，原語 と訳語 の 1 対 1対応 が 可能 な場合が 多い 。例 えば 「水 素」 は常

に hydrogen と訳 せ ばよい 。 しか し文 学作品 の 翻訳 で は こ うは い か ない 。 言葉の ニ ュ ア ン ス

を伝え る こ と の 難 し さを示す
一

例 と し て 「ハ イ カ ラ 」 を取上 げよ う。

　 「ハ イ カ ラ 」 は 明治時代に使わ れ る よ うに な っ た
一

種 の 流行語で あ る 。 も とは英語 の high

collar で ，着物 の 襟に対する 「洋服 の 襟」 ， 要す るに 「ワ イ シ ャ ツ の 襟」 の 意が原義で あ り，

そ こ か ら 「西洋風 」 全般 を表す よ うに な り，「西洋風 の 気取 っ た 」 あ るい は 「西洋風 ・現代風

の 流行 を追 うよ うな 」 と い う揶揄 的な含意 を持 つ よ うに な っ た和製英語 の
一

つ で あ る 。

　谷崎潤
一

郎 の 『痴 人の 愛』（N α omi ）に は こ の 語 が頻出す る c 大正 末期 の 東京を舞 台に した こ

の 小説 は，西 洋 人 の よ うな，小 悪魔的な美 女ナ オ ミに主 人公 の 譲 治が翻弄 され る話 だが
，

文

芸評論家 の 磯 田光
一

が 「『痴 人 の 愛』は 西洋化 をめざ して 生きた近代 の 日本 人 に た い する
，

．

種 の 戯画 で あ り鎮魂歌 とさえ い える の では ない か 」 （2007 ， p．430） と述 べ て い る通 り，ナ オ ミ

が ま さに 「ハ イ カ ラ」 で ある こ とが
，
譲治 の 憧れ と拝跪 の 根本原 ［大1で あ り，そ こ に 西洋 的な る

もの に対す る 目本人 の コ ン プ レ ッ ク ス の 象徴を 見 る こ とが で きる。 （譲 治」 とい う名 前 が

Georgeと読め る の ももち ろ ん作者 の 企み で ある 。 ）主人 公 自身次の よ うに告白す る。 （下線は

引用者 。 以
．
ド同様 ）

私 が，自分が野 暮な人 間で あ る に も拘 わ らず ， 趣 味 として ハ イ カ ラ を 好み ，
万 事に

つ け西 洋流を真似 した こ とは ，既 に読者 もご存知の 筈で す。（谷崎，1947，pp．104−105）

Though 　I　had　no 　se皿 se　fbr　such 　things
，
　my 　tastes　ran 　to− ，

　and 　I

imitated　the　 Western　style 　in　 everything ．　 My 　readers 　already 　know 　as　 such ．

（Tanizaki，1985，　p．67）

こ の 小説 に は 「ハ イカ ラ」が上 の 箇所 も含め て 16箇所 出て くる。もともと英語 なの だか ら
，
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先祖 が え りを し て high−collar と して も よ さそ うな もの だが，そ うはい か ない 。　 Antholly　 H ．

Chamberg．は こ の 16 を次の よ うに 訳 して い る u （1 と 10 は 「ハ イカ ラ」 が 「ハ イ カ ラな もの 」

とい う名詞 とし て 用 い られて い る場合 の 訳語 で ある 。 ）

1）up −to−date　Western　fashions 9）sophisticated

2）sophisticated 10）the　chic 　and 　up −to−date

3）sophisticated 11）chic

4）sophisticated 12）chic 　　　　　　　　　　　　　　　　
’

5）modem 13）sophisticated

6）modem 　and 　stylish 14）modern

7）modern 15）飴 shi 。 nable

8）modem ，　sophisticated 16）modem

原義の high−collar と い う訳語は
一

切使 われず ，
ま た 『ジー

ニ ア ス 和英辞典』に示 され る smart

や dandyish も使われ ず，それ ぞれ の コ ン テ キ ス トに よ る微妙な意味合い を伝 えよ うとして数

種類 の 訳語が使 われて い る の が分か る。確 か に chic は フ ラ ン ス 語 か ら来た外来語で あ るか ら
，

そ の 意味で うまい 訳か もしれ ない 。

　しか し
， 私 に言わせ れ ば，1）の 例 を唯

一
の 例外 と して

， 肝心 の 「西洋的 な」 ある い は 「洋風

の i とい う意味合 い が 出て い ない の が 不満 で あ る 。先に述 べ たよ うに，「ハ イカ ラ」 は
「
近代

的 な」 とか 「進 ん だ」 とか 「洗練 された」 とい うよ うな肯定的な意 味合い とともに
，

「西洋か

ぶ れ の 」 ある い は 「新 し い 流行 ばか り追 う皮相な」 とい うよ うな否定的 な意味合い も持 っ て

い る。
「ま あ ハ イ カ ラで すね」 とい うの は往 々 に して 皮肉 に響くの で あ り

，
そ の よ うな ニ ュ ア

ン ス が こ の 小説 の 根本 的な風刺性 ， 戯画性 を 代表 して い る の で ある c 他 の 訳書で は 「あの 我

儘なハ イ カ ラ婆 さん 」（三 島 ，
1970

，
　p．80）を

“that　spoiled
，
　overdressed 　old 　woman

”
（Mishima ，

　1974
，

p．73）とし て い る大胆 な例もあ るが，Chambersの 訳 は こ の よ うな ニ ュ ア ン ス をほ とん ど伝え

て い ない よ うに 思える 。 もちろん，私の 意図は Chambers を批判す る こ とで は ない 。 こ の よ う

な
一

言の 訳 に も，
文 化的 な含意 を持 つ 語 を英語で 表そ うとする こ との 難 し さを指摘 して い る

の で ある 。

　さ らに 言 えば，様 々 な訳語 で こ の 語の ニ ュ ア ン ス を伝 えよ うとす る こ とは
，

ど の よ うに 工

夫 して も結局 「ハ イ カ ラ」 と い うキ
ー

ワ
ー

ドを消 して し ま うとい う皮 肉な結果 に なる こ とも

留 意 してお こ う。

一
つ の 解決策は high−collar と直訳 して，脚注 で 解説 を付 け る こ とで あろ う。

しか しそ の ように し て い く と翻訳書と い う の は脚注 だ らけにな っ て しま うと い う問題 もある 。
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3． 生活文化 に 関す る用 語 ： 「着物」 と 「寿司」　に つ い て

　 で は 次に 身 の 回 りの 「日本的 な もの 」，特 に 日本的な衣食住 に つ い て 考え て み よ う。
「着物」

「寿司」 「畳」 を英語で 何 とい うか ？答 えは，もちろ ん，kimono，　sushi ，　tatami で あ る。 こ の 三

つ は標 準的な辞書 には 必ず 出て い る。つ ま り
，
すで に英語 の 巾に借人 され た言葉だ と言える。

し か し
，

こ れ らか ら派生す る言葉，ある い は 付随す る 言葉は 山の よ うに あ る 。
「浴 衣」 や 「羽

織」 や 「袴 」 を何 とい うか ？ 「に ぎ り寿司」 や 「ちらし寿司 」 を ど うい うか ？ 「襖」 「障子 」

「床 の 間」 を どうい うか ？ こ れ らを どう英語 にす るか はや は り難題 で あ る 。

例え ば 「浴衣」 を
“

乱n 　informal　kimono 　for　the　sumrner 　season
”

と説明す る こ とは容 易だが，翻

訳 の 中で い ちい ちその よ うに 説 明 し て い た の で は ， 本筋が見失われ る だろ う、， だか ら と言 っ

て yUkata とす ると
，

ま た注釈 が必要 にな る u も う
一

っ の や り方 は，「羽織 」 を half−coat とい う

風 に
，

文化 的対応物で 表すや り方で ある 。
これ で い くと，「

．
帯」 は belt， 「足袋」 は secks

，
「袴」

は trousers あ るい は skirI，「どて ら」 は nightgown にな る 。 文学作品の 翻訳 で は こ の 方法は広

く取 られ て い るが ，こ れ を続 け て い くと，と もす る と読者 が 「着物 」 で は な く 「洋服 」 をイ メ

ー ジ して しま う恐れ が あ ろ う。

　 さらに，「着物 文化 ．1に は，洋服 を着て い る とす る はずの ない 様 々 な所作や習慣 が 付随す 私、

「抜き衣紋」 ，
「襷」 ，

「懐手」 を考えて み よ う。

3．1 「襟をすか す」 「抜き衣紋」

着物 に は 「襟をすかす 」 と い う着方 が ある。これは また 「抜き衣紋に着る」 と もG’う。 着物

姿 の 若 い 女性 が襟 をす か して，うな じを あ らわ に し て い る姿はセ クシ ー
で あ るが，こ の 感 覚

は 当然着物 文化独特の もの で あ ろ う。

次 は川端康成 『雪国』（Snow 　Co跚 砂 ）の
一・
節，島村が温 泉宿の 若い 芸者 ・駒子 の けなげな姿

を見 つ め て い る場面で あ る。

駒子 は少 し顔 を赤 らめ て うつ 向い た 。

襟 を透か し て い る の で
， 背 か ら肩 へ 白 い 扇を拡げたよ うだ。（川端 ， 1980，p．104）

She　flushed　a　little　and 　looked　at　the　floor．

Her　kimono　stood 　out 　f｝om 　her　neck ，　and 　her　back　and 　shoulders 　were 　likc　a　white 　fan

spread 　under 　it．（Kawabata ，
1957

． p．130）

着物 の 襟が stand 　out して い るとい う発想は 日本人 に は なか なか得 られ な い も の で あ ろ う。 少

し誇 張が ある よ うに も思わ れ るが ，襟をす か し て うつ むい て い る姿 を簡潔 に視 覚的 に提 え て

い る と言 え よ う。

　次 は谷崎潤
一
郎 の 『細雪」（The　Makioka 　Sisters）の 冒頭，　r 人姉妹の 長 女 ・幸子 が鏡 の 前で

化粧 を して い る場面で あ る．
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　 「こ い さん，頼むわ。
− 1

　鏡の 中で ，廊 「か ら うし ろ に は い っ て 来 た妙 了
一
を 見 る と

，
自分で 襟を塗 りか けて

い た刷 毛 を渡 して ，其方 は見ず に，眼の 前 に映 っ て い る長襦袢姿の 抜 き衣紋の 顔

を他 人 の 顔 の よ うに 見据 えなが ら，

　 「雪子 ちゃ ん 下で 何 し て る」

　 と，幸子は きい た。（谷崎 ，
1955a，　p．5）

“Would　you　do　this　please，　Koi−san ？
”

Seeing　in　the　mirror 　that　Taeko　had　come 　up 　behind　her，　Sachiko　stopped 　powdering　her

back　and 　held　out 　the　puff　to　her　sister．　 Her　eyes 　were 　still　on 　the　mirror ，　appraising 　hcr

face　as 　if　it　belongcd　to　someone 　else．　 The　lon　under −kimono　 ullcd 　hi　h　at　the　throat

stood 　out 　stiffl　behind　to　reveal 　her　back　and 　shoulders ．

‘‘And 　where 　is　YUkiko？
”
（Tanizaki，1958，　p．3）

これ は詳細 な描写 で あ る。stand 　out が使 われ て い る点 は 同 じだが ，「長襦袢姿の 抜 き衣紋 」 を

表す の に 18語 か らなる フ ル セ ン テ ン ス が使われて い る点 に留意 しよ う。文化 固有 の もの を他

の 言語 に しよ うとす る と
， 説 明的にな り，大変長 くな っ て しま うこ と を示 す好例 で あ る。

　 もう
一

つ の 「抜き衣紋」 の 例 を，壺井栄の 『二 十 四の 瞳』（Twenty−four　Eyes）か ら引 こ う ．

小 豆 島を舞台 に
一

人の 女教師 と 12 人 の 生徒た ちの 絆を描 い た作品で あ る。六年生 の 修学旅行

先の 金比羅 さんで ， 大石 先生 は ， 家が 貧 しい た め に 小 学校 を途 中で 止 め て 奉公 に 出て
， うど

ん屋 で働い て い る川本松江 に ば っ た り出会 う。

日本髪 に，ませ た ぬ き衣紋 の か わ っ たす がた とは い え，長 い ま つ 毛 は うた が う余地

もな か っ た 。

「松江 さん ，あん た ，
マ ッ ちゃ ん で し ょ 。 」 （壺井 ，

1957 ，p．158）

Her　Japanese　 style 　coiffure 　and 　the　adult 　wa 　of 　wearin 　her　kimono　had　given　her　a

different　look，　but　her　long　eyelashes 　could 　not 　deceive　Mrs ．　Oishi
’
s　eyes ．

“Matsue！ Aren’t　you 　Matchan ？
”
（Tsuboi，1983，　p．143）

こ こ で は 「ぬ き衣紋 」 とい う着方 の 具 体的な描写 は
一

切な し で
“
the　 adult 　way 　of 　wearing

kimono”と い う 「ませ た j とい う
一
盲 を重視 した説 明に な っ て い る 。 もちろん 「大 人の 着方」

と い うの は 「色 っ ぽ い 着 方」 とい う意 味だ 。確か に こ こ で 重要 なの は ， 小学校六 年生 の 女の

子が学校 に もい けず飲食店で 働か され て い る と い う点なの で ある。実際松江 は小 説 の ラ ス ト

の 同窓会で 再会 し た 大 石 先生 に 「わた しは も う先生 の まえに 出 られ るよ うな人間で は あ りま

せ ん けれ ど」 と卑 下 し て 謡 う。こ こ の 「ぬ き衣紋」 はそ うい う彼女 の そ の 後 の 女性 と して 苦

難 の 時代 を暗示 し て い る の で あ り
，

こ こ で訳 者は説 明 を犠牲 に して，そ の 象徴的な意味合 い
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に着 目 して い る と 言え る 。 も しこ こ で 「ぬ き衣紋」 を 長 々 と説 明すれ ば，文 章 の リズ ム は損

なわ れ て し ま うだろ う。 も っ とも
“
the 　adult 　way 　ofwearing 　kimono ”

で読者が 具体的なイ メ
ージ

をっ か む こ とは 不 可能 で あろ うが 。

3．2 「襷 をかける」

　着物 は しば しば袖が邪魔になる衣装で ある。従 っ て ，主婦が て きぱ き した用事 をす る時，あ

る い は侍 が戦 う時 ，
「襷 をか ける 」。こ れを英語 で ど うい うべ きか 。

　次 は夏 目漱石 『門』（Mon ）の
一

節で あ る。

御米が襷掛の儘枕元 へ 来て
，

…　　 （夏 目，
1994b

，p．425）

Oyone 　appeared 　at　his　pillow，　her　sleeves 　alread 　tucked 　u 　for　the　da ’
s　housework

，
．．．

（Natsume ，1972，　pp．66−67）

御米 は 主人公 ・宗助 の 奥 さん で あ る 。

“ for　the　day’s　housework”と い う説 明が つ い て い る と こ ろ

に 注意 し よ う。 な るほ ど これ が なければ十分 に理解 され ない だ ろ う。

　同 じく 『門』か ら
， 今度は 宗助が禅寺で 出会 う修行僧 ・宜道の 描写。

（宗助が）縁側 へ 出 る と，宜道 が鼠木綿の 着物 に襷を掛 けて
， 『ヨ斐 々 々 しく其所い ら

を拭 い て い た 。 （夏 目，　1994b，　p．590 ）

Going　out 　to　the　veranda ，　he　found　Gido，一 ，　wiping 　down

the　floor．（Natsume ，
1972

，
　p．197）

これ は 随分 な意訳で あ る 。 な るほ ど掃除を して い る の だ か ら，
「エ プ ロ ン を掛 けて 」 で も同 じ

よ うな も の で は ある が ， E の 例 と同 じ作品内で の 同 じ訳 者 の 仕事 だか ら， ど うし て わ ざわ ざ

こ うしたの か やや理解 に苦 しむ 。 僧の 着て い る の が着物 で は な く僧 衣 ＝robe だ か らか もしれ

ない
。

“

with 　his　rob 。
’

s　sleeves 　tucked 　up
”
で は分か りくい と判 断 した の か もれな い 。だ とすれ

ばか な り手 の 込ん だ 訳 で ある、

3．3 「懐手 をする」

　着物 を着て い る と懐手 をする こ とが あ る。実際 に両 手を懐 の 中に い れ て しま う所 作だが
，

比 喩 的 に 「自分は な に もしな い で 人任せ に して傍観 して い る 」 とい う意 味に もな る 。

　夏 目漱石 の 『明 暗』（Light　and 　Darkness）の 主 人公 ・津 田は，漱石 の 小説 の 多 くの 登 場人 物

が そ うで あるよ うに，
一

種 の 人 生 の 傍観者 で あ る。

彼は或頭 を有 っ て い た。けれ ども彼 に は 于 が な か っ た
。 若 し くは 于 が あ っ て も，そ
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れ を使お うと しなか っ た 。 彼 は始 終懐手を し て い た が っ た。 （Natsumc ，
　1994c

，
　p．　63）

He 　did　have　a　certain 　intelligence，　but　he　did　not 　have　the 　means 　of 　applying 　it．　 Even　ifhe

did　have　the　means ，　he　chose 　not 　to　avail 　himself　of 　it．−

liked　to　have　his　hands　in　his　 ocket ．（Natsume，1972，　p．33）

訳文で は わ ざわ ざ literally　and 　figurativelyと断 っ て い る と こ ろが 興味深 い
。 また 「懐」を pockct

と訳す の は，上 で 見た 「文化 的対応物」 の 使用 の 典型例で あ り，うまい 訳 で は ある が，主入公

が普段 家で は 和服 を着て い るこ とが 忘れ られ て しま う恐れ が ある ． む し ろ
c’keep　 his　hands

inside　of 　his　kimono”
とやる の が い い よ うに私 は思 うが，ど うだ ろ うか。

3．4 「寿司」 に つ い て

　口本料理 の 代表 で ある 「寿 司」 に つ い て も触れ て お こ う。「握 り寿司 」 を hand−formed　sushi ，

「巻き寿 司」 を rolled 　sushi ，
「ち らし寿司」 を scattered 　sushi

，
ま たネタ （topping ）に つ い て は，

トロ を fatty　fiesh　of 　tuna，イ クラを salmon 　roe
，

「カ ズ ノ コ 」 を herring　roe と い う風 に簡単 に説

明 して い く こ とは そ う難 し くな い が
，
わ れ らが 「寿司 文化」 の 奥行 きはそ の 程度 の も の で は

な い
。

　先に 出た谷崎 の 『細雪』は戦前 の 関西 の 上流社会 の 風俗 を活 写 した点 で も大変価値の あ る

長編 だ が
， 次の よ うな寿司 屋の 描写が あ る。 「彼 」 とは 与兵 と い う寿司屋 の 頑 固親爺で ある 。

彼 の 握る も の は ，鱧 ， 河豚 ， 赤魚 （あ こ う〉，
つ ばす ， 牡蠣，

生 うに ，比 冖魚 （ひ らめ〉

の 縁側，赤貝の 腸 （わた ），鯨の 赤身 ， 等 々 を始 め，椎茸，松茸，筍，柿 な どに迄及 ん

だ が ，鮪 は虐待 し て あま り用い ず ，
小 鰭 に はだ），は し ら，青柳，玉 子焼等 は店頭

に影 を見せ なか っ た p 種 は煮 焼き した も の を盛 ん に 用い た が ， 蝦 と鮑は必ず生 きて

動 い て い る もの を眼 の 前 で料理 して握 り，物に よ っ て は 山葵 の 代 わ りに 青紫蘇や木

の 芽や 山椒 の 佃煮な どを飯 の 間 へ 挟 ん で 出 した。 （谷崎，　1955b，　p．303）

こ れ を英語 に 訳 しなさい と言われ る と
，

い か な英語の 達人 で も しば し呆然 とす る の で はある

ま い か。Seidenstickerの 訳は 以下の 通 り。

He　tried　conger 　ecls　and 　blowfish　and 　dace　and 　even 　oysters 　and 　sea 　urchins ，　and 　scraps 　of

halibut　or　clam ，　and 　sometimes 　red 　whale 　meat ．　 Nor　did　he　limit　himself　to　fish：he　used

mushrooms 　too
，
　and 　bamboo 　sprouts 　and 　persimmons．　But　he　was 　opposed 　to　tuna ，　that

most 　common 　of 　sushi 　ingredients；and 　scallops 　and 　omelettes 　and 　the　commonplace 　sushi

that　goes　with 　them 　were 　never 　seen 　in　his　restaurant ．　 Though 　he　sometimes 　cooked 　his

fish，　 the　prawns　 and 　 abalone 　were 　aiive 　and 　 moving 　when 　 thcy　 reached 　the　 counter ．
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（Tanizaki，1958，　p．293）

留意点 と して 次 の 5点 をあげ てお きた い
。

1 ）「鮪 」 に 「最 も一般的 な寿 司 の ネ タ」 とい う 「寿司文化」 に な じみ の ない 英語読者 の ため

　　の 説 明 を入 れ て い る 。

2 ）「小鰭」 と 「青柳」 は the　commenplace 　sushi と一般化 され て い る。またそれ が 「は しら」

　　と 「玉 子 」 に つ き もの だ とい うの も訳 者 の 勝手 な解釈 で は ない か
。

3 ）omelettes はフ ラ ン ス 語 の 綴 りで ある。英語 の omelet で は ない 感 じを出 したか っ たの で あ

　　 ろ うか n

4 ）「松茸」 と「椎茸」が mushroom とい う
一

語 で括 られて しま うの は 日本入 として は物足 りな

　　い が ，やむ をえない だろ うか。

5 ）原 文 の 最後 の とこ ろ ，
「山葵の 代わ り」云 々 の とこ ろは完全に省 略 され て い る。Seidensticker

　　を して も英訳不可能 とい うわ けか ，それ とも 「その 必 要な し」 とい うこ とか。い ずれ に

　　せ よ，こ こ を英語 読者に分か る よ うに訳そ うとすれ ば多 くの 説 明 を要 し
，

そ の 結果読者

　　を退屈 させ て しま うこ とは さけられ ない だろ う。 す ぐれ た 翻訳者は ，多か れ 少 なか れ ，

　　 「上 手な裏切 り者」 なの で あ る。

4． 身体部位の 日英比較 ： 「頭」 「顔」 「首」 と 「腰」

　われ われ は外部 現 実を 言葉で 分節する こ と に よ っ て 認 識 し て い る 。
こ の 分節の 仕方 は恣意

的な もの で あ り ， それ が証 拠 に言語 に よ っ て ばらば らで あ る 。 こ こ に は 明 らか に その 言語の

背景に あ る文化 の 価値観 ，興味，関心等が拘 わ っ て い る 。
ご く　

一
般的 な例 を引け ば

，
fi本語 に

お い て は魚の 様 々 な種類 を表す語彙が 豊富で あ り，英語 で は牛 肉 の 様 々 な部位 を表す語彙が

豊富で あ る。 こ れ が 両国の 食文化 の 違 い を反映す る もの で ある こ とは 自明で あろ う。

　ど こ の 国で も大 体同 じで あ る は ずの 人 間の 身体の 分節の 仕方 も言語 に よ っ て まちま ちだ 。

鈴木孝夫は 『こ とば と文化』（1973）の 中で ，John　Galsworthy の The　Apple　Ts’ee の 中の
一

節

“bearded且ips　just　opcn
”

（ひ げ の 生 えた くちび る をち ょ っ と開い て ）と い う箇所に 注 目 し て
， 日

本語 の 「くちび る 」 と英語 lipsの 意味範開は 明 らか にずれ て い る こ とを示 し て い る。前者は

女性 が 口紅 を塗 る部分 だけを指す が，後者は 「広義 には 鼻の ト，または 口 の 周辺 も含む 」（『ジ

ー
ニ ア ス 英和大辞典』）の で ある。そ うで ない と，上 の

．
節は ま こ とにお か しな こ とに な っ て

しま う。普段 は気づ きに くい 分節 の 仕方の 違 い を示 す好例で ある。

4．1 「頭」 「顔」 「首 」

　我 々 の 身体の 最 も大切な部分 の 分節 の 仕方 も英語 と 日本語 で か な り違 う、，「頭」 は head
，

「顔 」 は face，「首」は neck と普通対応 させ るが
， 翻訳 に おい て は そ うは 単純に い か な い

。 研

究社 の 『新英和大辞典第六版』は次の よ うに 注釈 して い る。「日本語の 『頭』は普通頭髪 の あ
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る部分 を い うの で ，『窓か ら顔 を出す』の よ うな場合 に は 『頭』とは い わな い
。 しか し，英語

で は こ の よ うな場合に は head を用 い る n 英語 の head は普通 首か ら i：の 部分全体 をい うの で，

faceも headの
一

部で あ る。」 つ ま り英語で は head は faGeを含んで い るが，日本語 の 「頭」

と 「顔 」 は別 の 部分 を さすの で あ る。
一方

，
目本語 の 「首」 は英語の headと neck の 双方 を意

味す る 。 従っ て ，
「顔」 も 「首」 も場合に よ っ て は headと訳 し，また 「頭」 は head よ りも ， 別

の 語 の 単語
，
例 えば brainや あるい は 比 喩的に は mind と訳 され る こ とが多い 。

　一
つ だけ例を挙げて お こ う。次は 太宰治 の 『人 間失格』（No 　Longer　Human ）の 冒頭，主人公 ・

葉蔵 の 写真 の 描写 の
一

部で ある。

そ の 写真 に は，わ りに顔が大 き く写 っ て い た の で ，私 は つ くづ くその 顔 の 構造 を調 べ

る こ とが 出来た の で あ るが
，

…　　 （太宰，1952，　p．7）

The　h弖妲 is　shown 　quite　large，　and 　you　can 　cxamine 　the　features　in　detail：＿

（Dazai ，1981， p．16）．

もし こ の 「顔 」 を face と訳 した ら，読者は顔 がフ レーム い っ ぱい に広 が っ て い る 写真を

想像す る の で はない だ ろ うか 。

4．2 「腰」

　身体部位に 関す る語 で 最大の 難物 が 「腰 」 で あ ろ う。
「腰」 を英語 で 言 うな ら と りあえず

waist か hipsか back，あ るい は lower　backと い うこ とに なるが ，それで こ とが 済む わけで は な

い 。 日本語 の 「腰 」 の 意味範 囲は 大変広 い
。

　安藤 貞雄 は 『英語の 論理 ・日本語 の 論理』（1986）の 中で 次の よ うに述 べ て い る。「で は ， な

ぜ ，英語で は waist と hipsとい う切 り取 り方を し，日本語で は 『腰 』とい う切 り取 り方をす る

の だ ろ うか。それ は，我彼の 文化の 違 い 求め なけれ ばな らない
。

waist に は 『ウエ ス ト周 り の

寸法』 ，
hipsに は 『ヒ ッ プ周 りの 寸法』と い う意味が あ る よ うに ，両語はく 洋服 の 文化 〉 に と っ

て必 要 な切 り方で あ る の に対 して ， 『腰 』は く 畳 と着
二

物 と座 る文化 〉 か ら必 然的 に生まれ た用語

と思 わ れ る」 （pp．29−30）。確か に 「腰 」 と い う言葉 は，ち ょ っ と古い 日本人 の 生活様式 と結

び つ い て ま こ と に 頻繁 に 用 い られ る 。
「腰が低 い 」 「腰 が 引け る」 「腰 を入 れ る」 「腰 を抜 かす」

「腰 を割 る 」 「腰 が くだ ける」 「中腰 に なる 」 「腰 を うか す」 「腰 をお とす」 ， あ る い は 「腰 ひ

も」 「腰 ぎん ち ゃ く」 「腰 の 刀 」 な ど枚挙 に暇が 無 く，こ れ らを英語 に ど う訳 すか全 て難問で

ある 。
い ずれ にせ よ

，
waist や hipsとい う語は ほ とん ど出て こ な い だろ う。

　こ の うちの
一

つ
，

「腰 を抜かす 」 を考 え て み よ う。次は 夏 目漱石 の 『坊 ちゃ ん 』（Botchan）

の 冒頭 で あ る 。

親譲 りの 無鉄砲 で 小 供 の 時か ら損 ばか りして 居 る。小学校にE る 時分学校 の 二 階 か
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ら飛び 降 りて
一

週 間程腰 を抜 か し た事 が ある。〈 IIJ略〉 　小使 に負 ぶ さ っ て帰 っ て 来

た時
，

おや ちが 大 き な眼 を し て 二 階位 か ら飛
．
び 降りて 腰 を抜か す奴 が ある か と云 っ

たか ら
，
此次は腰 を抜か さず に飛 ん．で みせ ます と答 えた。（夏 目，1994a，　p，249）

　　『坊 ち ゃん．』に は 1 ）Alan　Tuiney，
2 ）亅．Cohn

，
　3）Umeji　Sasakiに よる 三 種類の 訳 があ る 。 該

当箇所 を引．用 して み よ う。

1）Evcr　since 　I　was 　a　child ，　my 　inherent　rccklessness 　has　brought　me 　nothing 　but　troublc．

　　Once ，　when 　I　was 　at 　primary　school ，　I　jumped　out 　a　second −story 　window 　and 　couldn
’
t

walk 　fbr　a 　week ．（．．．）

　　When 　1　anived 　home 　on 　the　caretaker ’
s　back

，
　my 　father　glared　at　me 　and 　said

，

“Whoever

heard　of 　anyone − after　only 　jumping　from　the　second 　floor？”To　which 　I

replied 　that　I
’d　show 　him、　Next　time　they　wouldn

’tshake ．（Natsume，1972，　p．9）

2）From 　the　time　I　was 　a　boy　the　reckless 　streak 　that　runs 　in　my 　family　has　brought　me

nothillg 　but　trouble．　Once　when 　I　was 　ill　elementary 　school 　I　jumped　out 　of 　one 　of　the

second −story 　windows 　and 互couldn
’
t　walk 　fbr　a　week ．（．．．）When 　the　school 　custodian

carried 　me 　home 　on 　his　back
，
　my 　old 　man 　was 　furious　and 　said 　that　he　couldn ’

t　belicve　that

somebody 　couldn
’
t　walk 　just　because　they

’d　jumped　out 　of 　a 　second −story 　window ．　I　told

him　that　next 　tim。　I　tried　thatjL  p　rdwalk 跚 ay 倉om 　it．（Natsume，2005，p，13）

3）Agreat　loser　have　l　been　ever 　since 　a　child
，
　having　a　rash ，　daring　spirit，　a　spirit　l　inherited

from　my 　ancestors ・When 　a　primary−school 　boy，　I　jumped　down 　from　the　second 　story 　of 　the

schoolhouse
，　and 　had　to　lie　abed 　about 　a　wcck ．（．．．）My 　father

，
　seeing 　me 　come 　home 　on 　the

back　ofthe 　janitor，　said 　in　an εmgry 　tone　that　no 　strong 　boy　could 　be　hurt　by　jumping　down

from　such 　a 　low　height　as　from　upstairs
，
　and 　1　assured 　him　that　he　would 　be　proud　to　see 　me

− next 　time．（Natsume ，
】968．　P 　l　3）

　　最初 の 「腰を抜か す 」は
“
couldn

’
t　walk

”
（1，

2），

“had　to　lie　abed ”

（3）とい う三 人 同様の 発想で 訳

され て い るが ，あ との 2 箇所の 「腰 を抜かす」 は D と 3）にお い て は違 っ た発想 で 意訳 され

て い る。3）の 例は か な り強引な 「一般化」 で あ る 。 興味深い の は ，
2）で

“
shake 　at　knees”と訳

され て い る点で あ ろ う。普通 「腰 を抜か す」 二 “
shake 　at　 knees” とい う連想 は 出て こ ない よ

うに思 えるが ，斉藤秀三郎 の 『和英大辞 典』（昭和 54 年復刻版）には
，

1
「腰 を抜か す」

＝
“One’s

knees　give　way
”

，

「腰 が 弱い 」
→ 」

weak 　in　the  ees
”

と   ees を用い て 「腰 」が表現 され て い る 。

さ らに『ジー
ニ ア ス 和英 辞典』は 「彼は 腰が抜けて 歩 け なくな っ た 」＝

“ His　knees　crumbled 　under
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himselP’と い う例 文 を の せ て い る 。
厂立 て な くなる 」 の が 「腰 」 の せ い か 「膝」 の せ い か，医

学的に は微妙だ ろ うが
，

“brillg　beat　to　one
’
s　knees”＝ 「（人 ）を屈服 させ る ；打 ちの めす 」 とい

う表現 が あ る よ うに，英語 で は ktleesは急所 と考え られ て い る の だ ろ う。 さらに云 えば，腰

を抜かす」 と い う日本語 に は ，単 に 「外傷 に よ っ て 歩 けない 」 とい うよ りも 1シ ョ ッ クや恐

怖に よ っ て 歩けな い 」 とい う意味合 い が 強い の で は ない か 。 し て みれば坊 ちゃ ん も大怪 我 を

したわけで は ない か も しれ ない 。 こ の よ うな ニ ュ ア ン ス を英 語で ど う表現 し うるか ，まこ と

に難 しい と こ ろで ある 。

　 こ の 他，「腰」 の訳 し方は 千変万 化で ある、，い くつ かの 工 夫 をみて み よ う。次の 二 つ は川端

康成 の 『占
．
都』（The　Oid　Capitaりの

一
節で あ る。

「腰に光 っ て い るの
， なに …

　　 ？ 」 と，千重子 がた ずね た 。

「ああ ， うっ か りして た。鎌 どす。」 （川端，1980d，　p．360）

“What ’
s　that　shiny 　thing　on 　your　beit　llt？

”Cheiko　asked ．

“Oh
，
1　had　forgotten．　It’s　a　scythe ．

”
（Kawabata ，

1988，　p．106）

な る ほ ど
，

「腰に 刀 な どを さす」 とい うの は 英語 で は 「ベ ル トに さす」 とい う発想 に な るの だ

ろ う。

［ば あさ ん
， 秀男 を こ こ に 呼 ん で 来 て ん か 。 」 と

，
宗助 は妻 に言 っ た。

「へ え 。 」 妻は膝 を は ら っ て
，

土 間 にお りた 。 秀男の 機 まで行 くあい だに ， 握 りこ ぶ

し で 腰 を た た い た 。 （川 端
，
1980d ，　p，278 ）

“Mother
，
　would 　you　tell　Hidco　to　come 　here，

”
　Sousuke　said 　to　his　wi 　fe，

‘‘Yes．” She　brushed　her　lap　and 　stepped 　down 　into　the　entry 　roo 肌 As　she 　walked 　teward

Hideo ’
s　loom，　 she 　beat　the　small 　of 　her　back　with 　her　fists　to　relax 　the 　strain 　of 　sittin 　so

Ql　ng．（Kawabata，1988，　p．42）

畳 に座 っ て い たお 年寄 りが 立 ち上 が っ て トン トン とこぶ しで腰 をたた くの は ， 日本 人に は お

な じみ の 動作で あ る 。 しか し椅子 と机 の 文化 の 人た ちには必 ず し もお な じみ で は ない 。上に

出て い る
“
the・small ・of ・one

’
s　back” とは ま さに 「腰の くびれ た部分」 で あ るが

，
それ をこ の よ う

に丁 寧に表現 した とこ ろ が面 自い 。さらに興味深い の が
“
to　relax 　the　strain　of 　sitting　so　long” と

い う原文に は な い 説明が加 え られ て い る点で ある。何気 ない 説 明の 追加 に背 景文化 の 相違 が

よ く出て い る好例 で あろ う。

　も う一
つ

，
村 上春樹 『ね じまき鳥 ク ロ ニ ク ル 』 （The　Mind−up　Bird　Chronicle）の 一

節 。
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伍長 が命令を 下す と
，

三人 の 兵 隊た ちは まず直立 不動 の 姿勢 を取 っ た。そ れか ら腰

を引い て 銃剣 を前 に差 しliiし
， 狙 い を定 めた 。（村上

，
1995

，p317 ）

The　corporal 　barked　his　order 　to　the　three　soldiers
，
　who 　snapped 　to　attention ．　Then　they 皿

廴 h鎚 kand　thnlst　out 　their　bayonet，　each 　man 　aiming 　his　blade　at　his　prisoner．

（Murakami ，
2003

， p．516）

「腰 を引 く」
＝“

take　a　half−step 　back”と い うの は 日本人 に は なか な か 思い つ か な い が
， 実際に

銃剣 を持 っ たつ もりで 動作を して み る と，同 じ姿勢を表 して い る こ とが実感 で きる 。 ま っ た

く同 じ動作や 姿勢 を見 て も，言語 ・文化が違 うとそ の 着眼点が大き く違 うの で あ る u

5． 文化固有の概念語 ： 「義理 」 と 「甘え」

　様 々 な言語 の 文化 的鍵 語 を研究 して い る Wierzbicka（1997）は 「甘え」「遠 慮」「和」 「恩」「義

理」 精 神」 偲 い や り」 を 凵本文化 ある い は 凵本社 会 を理解す るための 鍵語 として 取 り上げ

て い る 。確 か に は こ れ らは 重 要な 「口本的 」 概念 で あ り，日本 人 の 伝統的価値観 が そ こ に色

濃 く反映 され て い る ． こ れ ら の 概念語 は，上 で みて きた 日に 見 え る事物や事象 を表す語 以 E

に英訳 が難 しい と言えよ う。 こ こ で は 「義理 、 と 「廿え 」 と取 り上 げる。

5．1　 「義理」

　通常辞書に は duty あ る い は obligation な どが 「義理 」 の 訳語 と して 出て い るが，それ だ け

で は 「義務」と の 区別 が つ か ない ．斉藤秀三 郎の 『和 英大辞典』（昭和 54年復刻版）で は， duty，

honour
，
　justice，

　fairness
，
　faith

，
　regard

，
　ceurtesy

，
　decency

，
　obligation （＝ 恩義），

　a　debt　of 　gratitUde，（；

浮世 の 義理），demands　ef 　custom
，
　shackles

，
　bonds　of 　society

，
　ties　of　friendshipな ど実 に多様 な訳

語が 当て られ て い る。

　さら に は 翻訳 の 実例で 見て み る と，「義理 を 欠 く」 （三 島，1969 ，p，279 ） ＝ “
a　brcach　of

etiquette
”
（Mishima ，

　1973
，
　p．　295），「義理 に縛 られ る こ とは ない 」（三 島，　1970，　p．　147）＝“There　is

no 　co   itment”（Mishima ，
　 1974

，
　p．132），

；t 父 へ の 劔 喋 内」 （丿怫 ，1980b 　p．9）＝
」」the

announcements 　as　no 　mere 　than　formal　gestures　in　memery 　ofhis 　father”（Kawabata，1967，　p．4） な

ど文脈に よ っ て様 々 な工 夫が な され て い る v 考え て みれ ば
，

「義理 」 は極め て 重大な 言葉 で あ

りなが ら，「義理 チ ョ コ 」 な ど と い うよ うに 大変安 易に 日常で 多用 され て い る 言葉 で もあ る。

　再び 『坊ちゃ ん 』か ら引用す る 。
「赤 シ ャ ツ 」 の 陰謀 で 同僚 の 「山嵐」 が 辞職に追 い 込 まれ

た こ と に 憤慨 し
，

「坊 ちゃ ん 」 は校長 に 自分 も辞表 を出 すと い う。 学校 の 都合か ら 「君 の 将来

の 履歴 に も関係す るか ら考え直せ 」 とい う校長 に，「坊 ちゃ ん 」 は き っ ぱ り言 う。

「履歴 な ん か構 うもん で す か。　 履歴 よ り義理が 大切です 」
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こ れ を ど う訳すか ？三 種類 の 翻訳 を見 よ う。

1）Tumey ：
cLI

　don’t　care 　about 　my 　career ．　Justice　is　more 　important　to　me ．
”
（Natsume ，

1972
，
　p．162）

2）Co   ：
“Who 　cares 　about 　my 　record ？ − is　more 　impo賞ant，

”
（Natsume，2005，　p，

　 163）

3）Sasaki：
“1　don’t　care 　about 　my 　career ．　 To　do　m 　 du 　b　 a 　friend　is　first　and 　last．” （Natsume，1968，

　P．178）

二 人三様 で あ り，どれ がい い か は判 断基準に よ るが
， 私見 を述 べ てお きたい 。 justiceはや は り

「正 義」 の 訳語 で あ り，こ こ で は どうも違 うと い う印象を私 は持 つ
。

「正 義」 をパ ラフ レーズ

した 2）も同様で あろ う。（こ うい う 「言 い 換え の 方略」は 大 い に学ぶ べ きだが。）
一

般 に 「義

理 」 と 「正 義」 は同
．
視 す べ きで は ない 。「義理」 の た めに 「正義」 に背 くこ と さえ あ りえ る

か らだ 。 や くざの 世界で は 「一宿
一
飯の 義理 」 の た め に人 を殺 めねばな らない こ とも珍 しく

な い
。 確か に こ の 小説の 最後で 「坊ち ゃ ん 」 が 「赤 シ ャ ツ 」 を懲 らしめ るの は正 義感か らの

行動だ とは い える 。 しか し，
こ こ で はや は り 「山嵐」 を思 う気持 ちが先 に立 っ て い る と見 る

べ きだ ろ う。「義理 を果たす 」 とい う行為には 明 らか に 自分 に とっ て 不利 に な る とい う情勢が

あ る ． 不利 に なる がそれ を犠牲に して も他 の 人 の こ とを考え なけれ ばな らな い とい うの が 要

諦で ある。こ う考え る と，や は り 3）が最 も原意 を忠実 に伝 え よ うと して い る と言えるだ ろ う。

つ ま り
，

こ こ で は demand 　of　friendshipが 「坊 ちゃ ん 」 の 心 に強 くある と思 われ ， そ の 意味で

by　a　friendとい う語 句 を付加 した の は適切な判断で あ る と私 は考え る 。

52 　「甘え 」

　土層健 郎の 『「甘 え」 の 構造』（1971）は，著者の 長年 の 精神科 医 と して の 研 究 か ら，

「廿 え」

と い う日本語 に 相 当す る概念が 西 洋語 に ない こ とに 気づ き，そ れ を構造的 に分析 し
，

日本 文

化 と西洋 文化 の 根本 的な違い を洞 察 した名著で あ る。

　もちろん 「廿 え 1 と い う心情 は西洋 に も存在す る。そ れ は基本 的に幼児が 母親に対 して抱

く心情，愛 され た い と い う感 情 ， 居心 地 の よ い
，
温 か い 親子 関係 の 球体か ら出た くな い とい

う気持 ち を表 して お り，その 意 味で は極めて 普遍 的で ある。し か し
，
土 層 に よる と，西洋人 と

比 べ て 日本人の 場 合 ， そ の 心情が 艮く引きず られて ，幼児期 ・少 年期を過 ぎた あとで も根 強 く

存在 し，他者 に対す る特異 な心 的態度 を形成 して い る とい うこ と で あ る 。

　か く し て ，「H
’
え J と い う語 は 日本人 の 生活 の なか で 頻繁に用 い られ ，そ の 意味合い を英語

で表現す る には難渋す る こ とに なる 。 辞書 には 「甘 え 」は dcpendence，［trえ る」は behave　like

a　child
，
　wheedle な ど と出て い るが ，それ は揚合に よ っ て は そ うなる とい う例 にす ぎな い 。 そ も

そ も behavc　like　a 　child と wheedle で は 全然意味が違 う。whecdlc には 「甘言で 人を欺 く」 とい

う意味合い が ある 。 また 「彼 は会社に 甘 えて い る」な どとな る と，
ど う英訳す べ き か ，前後関

係 か らよ く考 え て み な けれ ばな らな い
。
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　川 端康成 の 『山の 音』（The　Sound　qプthe　Mount αin）は ， 老 い を自覚 し，死 を見 っ め る よ うに

な っ た 62 歳 の 主 人公 が
， 自分 の 放 蕩息子 の 嫁 に抱 ぐ隣憫 と秘め られ た恋愛感 情を 中心に ，老

夫婦 と同居 の 息子 夫婦の 四 人家族 の 複雑 な人 間関係 を描い た 作品で ある。こ の 四人 の 微妙 な

心理 には
，
戦 くほ どの 孤独感 と

，
そ れ 故に絡み付 い て くる よ うな 「甘え」 が 綾を な して い る 。

　こ の 小 説に は 「醤 える」と い う動詞 が連体形 も含 め て 10 か 所 出て くる。こ の うち
一

つ は 「感

傷に甘え る」 で ，　bccome　sentimental と訳 され て い る u こ れ は
一

つ の phraseと見 る し か な い
。

また も う
・
か所 は ，

「菊子 はお 父 さま に あまえて い るか ら，あん な こ と で ，涙 をみせ るん で す よ 」 （川

立嵩，
1980c

，
　p．400）

‘‘
一 ．That’

s　why 　she 　cries 　over 　such 　silly　things，
”
（Kawabata ，

1971
， p．

146）

と い うと こ ろ で ，「甘える」 が 「甘や かす 」 に 転化 されて
， 訳 されて い る 。

　残 りの 8 か所 も英 訳で の 品詞 はま ち まちだが，す べ て動 詞 の 形 に パ ラ フ レ
ー

ズす る と，次

の よ うに なる。

1）To　coax 5）To　take　advantage 　of 〜

2）to　be　coy 6）To　be　a　spoiled 　child

3）To 　endear 　oneselfto 〜 7）To 　be　coquettish 　toward 〜

4）To　beg食）r　af驚ction 8）To　be　likc　a　sma11 ，　spoiled 　child

　 こ の よ うにみ る と，日本語で は 同 じ 「廿 え る 」が 英語で は コ ン テ キ ス トに応 じて様 々 に 「解

釈 」 され て い る の が よ くわ か る u それ は場合 に よ っ て
，
a）「媚 を売 る 」 で あ り，b） 「愛情を求

め る」 で あ り
，

c） 「（他人 の 好意 を） 当て にす る，あ る い はそれに つ けこむ」 で あ り，また単

に d）「子 供 の よ うに振る舞 う」 とな る。

　こ こ か らさらに い ろ い ろな 訳語 を考え る こ とがで き る 。 a ）の 意味で は fawn　on 〜
，
　behave

coquettishly ，　make 　up 　for−一
，
　 b）の 意味で は seek 　affection ，　show 　affection 　and 　seek 　it　from　another

，

c）の 意味 では presume　so　much 　on 　another
’
s　kindness，　assume 　the　goodwill　of 　others

，
　depend　too

much 　on 〜，　rely　emotionally 　on 　
一・，　play　upon 　one

’
s　love

，
　d） の 意味で は be　a　good　little　girl（or　boy），

play　baby ，
　act　like　 a　pampered 　child 等 々 ，実に多様 な訳例 を他 の 多 くの 翻訳書に 見出す こ とが

で き る。

　 こ の よ うに英語 と対照 してみ る と，我 々 は 「甘え る」 とい う日本語 を様 々 な意脈合 い で 用

い て い る こ とに 改め て 気づ か され る、そ して 異言 語 ・異文化 はま さに 自言語 ・自文 化 を映す

鏡な の だ と、また改めて認識 させ られ る の で あ る。
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6．おわ りに ： 英語教育 へ の 示 唆

　お よ そ近 代 に人 っ て か ら，外 国語 教育学の 世 界で は 「翻訳」 とい うとい わ ゆる 「訳読」 を

意味 し，非 効率的な教育 ・学習法 とし て 退 け られ る傾向が 強い ，、しか し本稿で論 じられ て い

る文 化的差異に焦点を絞 っ た翻訳の 捉 え方，
あ る い は そ の 「効用 」は，外 国語 習得の 「効率論」

とは別次元 の もの と私 は考 えて い る。
“intercultuエal　communicative 　competence

”

と の 関連 で翻

訳 を捉える Steifel（2009）は次の よ うに 言 う。

Literal　or　true　translation　between　cultures 　is　impossible．　What　is　possible，　however，　is　the

creation 　 of 　an 　equivalcnt 　which 　is　suitable 　fbr　the　target　culture ．　This　equivalence 　is
，
　in

essencc ，　a　new 　message 　created 　by　the　translator．（p．105）

ま さに翻訳 は創造な の で あ り，翻訳者 は新 し い メ ッ セ ージ の 作 り手なの で あ る。 こ の とは あ

らゆる 翻訳 に お い て 当て は まる こ とだが，とりわ け文学作 品 の
， 特 に伝統的 な文 化 に関連 し

た 文章あ る い は 語 句の 翻訳 にお い て 最 も顕著 に意識 され よ う。

　もちろ ん多 くの 日本 人の 英 語学習者に と っ て
，

口本文 学を本 格的に 英訳 す る とい うの は大

変困難な作業 で ある。 し か し
， 特 に 文化 的意味合い の 強 い 表現 あ る い は 語句 を 「英語 で 言 う

な らど うな るの か 」 を考え て み る こ とは有意義 な刺激 にな りえ よ う。 それ は
， 言語 と文化 に

関す る 深い 洞 察に
，
ま た さらには異 文化 間 コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 方略 の 獲得に つ なが っ て い

くもの で あ ろ う 。

　私 は 現在特 に翻 訳 を教 えて い る わけで は い が，時折学生に 文 学作品 の
一

部 を翻訳 す る課題

を 与 え て い る 。 大切 な こ とは ， 出来の 良 し悪 し で は な い
。

い か に も直訳 で きない こ とを
， 辞書

を頼 りに，ある い は人 と相談 しな が ら， 腰 す るに，こ うい うこ とだ か ら
，

こ んな 風 に 言 っ て

み た ら ど うか 」と い う訳例を 出させ
，

それ を他 の 学生 の もの と比較検討 し，最後にプ ロ の 翻訳

家に よ る もの と比 較 して み る 。
「なる ほ ど，こ ん な風 に訳せ る の か 」 と感心 する こ とが 多 い が ，

「こ ん なの 無茶 じ ゃ な い の 」 「単純化 しす ぎだ よ 」 とか い う批判 も多く出て くる 。 そ の 過 程に

大 きな意義が あ る と私は 考える 。

　例 え ば，上で述 べ た 「履歴 よ り義理が 大切 で す」 の 訳 を教室 で取 り上げた とき，
“ To・mcet ・n ユy

obligation 　for　a 　friend　is　more 　important　for　me 　than　my 　career ．
”
とい う訳 を示 した学習 者が い て

，

議論 の 対象 に な っ た，，なる ほ ど
， 特定の 事情か ら生 じた 義務は obligation の 方 が相応 しい と も

考 え られ る 。 学習者 は そ こ まで 深 く考え て こ の 語 を使 っ た わ けで は な い よ うだ っ た が
，

こ の

議論は dutyと 。bligationの 違い は何 か と い う考察に つ なが り，そ して 「坊 ちゃ ん 」 の こ の と

き の 気 持ちは ど うだ っ た の か と い う文 学作品 の 解釈 論議に も発展 した。さ らに
，

こ の よ うな

検 討が，学習者 ・
日本入英語教師 ・英語 母 語 話者の 教師の 三 者の 間で な され れ ば

，
極 め て 有意

義 な異言語 ・異文化 交流に繋が っ て い くだ ろ う。
コ ン ピ ュ

ータ翻訳が どれ ほ ど発展 しよ うと，
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機械で は及 び も つ か ない ほ ど深 く ，
知的な興味に溢れた 人間的営為 が そ こ に あ る と私 は 思 う、、

　 また こ の こ とは ス ヒ
L

キ ン グと も無 縁で は ない 。近年の 日本で は とか く 「芙語 が ペ ラペ ラ 」

だ とい うこ とが もて はや され る．確か に流暢 さは 外国語 学習 の
一

つ の 目標で あろ う。しか し，

英語 を大変滑 らか に話すた めに は，英語 で考え，英語で 発想 しな けれ ばな らない 、，これ も 「そ

れ こ そ が 大切 だ 」 とい う人 もあ る が
，

口本語 を母語 と して 育ち ， 普段 日本語で 思考 して い る人

に 「英語 だけで 考え よ」 とい うこ とは，「日本 的な考え方 ・発 想」 を捨て去 っ て しま え とい う

こ とを意味 しない だ ろ うか 。 普段 口本語 で 考えて い る こ とを英語 で 話 そ うとす る と，我 々 は

必ず 口ご もる、、口 ご も っ て ，心の 深 い ところ で翻訳 し，英語 話者に それ な りに 理 解で き る よ う

に表現 しよ うと努力 す る こ とは，日本人 として 真に優れ た英語話者に
，

さらに言えば
， 貴重

な intercultUral　speaker に な っ て い く
一・

つ の 道で は ない だ ろ うか。ひ たす ら流暢 に喋ろ うとす

るよ りも，二 つ の 言語 の 間を行 っ た り来た り しなが ら
，
時に は ぎ こ ちな く

，
ぎく し ゃ く と言

葉 をつ ない で い く姿勢 も大 切に す べ きだ 。 日本 語を棚上げ して しま っ て，あ る い は 無理 に 忘

れて しま っ て ，英語母語話 者 の マ ネをす るだ けの 英語学習 は ，決 して 学習者 の 言語 文化を，

ひ い て は教養を豊か に す る もの で は ない だ ろ う。

　けだ し，「言 語 と文化」 に関す る探究は
， 外 国語学習 の 最 大の 楽 しみで あ り，日本文学 の 英

訳 はそ の よ うな楽 しみ の 宝庫で ある．そ の こ とを再認識 し て み て は ど うだろ うか
。
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